





A Study of Teaching Christianity in a Christian University
─ From the Viewpoint of the Cooperation between Christianity and Humanism ─
MIKAMI Akira
 The purpose of this article is, first, to show my basic idea of Christiantiy and how I applied it in 
teaching Introduction to Christianity which is a mandatory subject for first-year students at Toyo Eiwa 
University and, second, to examine its adequateness of my efforts. 
 My basic idea of Christianity is that, among many other elements of Christianity, being a Christian 
is by far the most important one, because without the existence of Christians such other elements as 
Church buildings, Bibles, hymns and clerical institutions will become meaningless. If anyone claims 
that he or she is a Christian, it is necessary to examine what kind of Christian he or she is. Therefore 
the definition of being a Christian becomes very important. My definition of being a Christian is 
being a good person to the extent that one partakes of something of divine goodness and continually 
endeavours to foster it so that it is always growing towards the supreme goodness who is God Himself. 
In other words a Christian is a good person in the way that he or she courageously faces the problems 
in the society and take actions according to his or her own conscience.
 The following topics are dealt with in order to examine how my idea of being a Christian may be 
applied to and how much adequate it is.
 1  Christian religion as one of the world religions.
 2  Manifold images of Jesus in the human history and the present time.
 3  A Christian as a good person in the meaning of one who partakes of divine goodness.
 4  The constraint of desires: how are needless desires constrained?
 5  The causes of wars: why do wars happen?  why don’t they vanish?
 6  The analysis of violence: why do men resort to violence?
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第 1 回 キリスト教の基本要素 
第 2 回 宗教の一つとしてのキリスト教 
第 3 回  イエス像の多様性①：福音書のイエ
ス像
第 4 回  イエス像の多様性②：福音書以外の
イエス像
第 5 回 「善き者」としてのキリスト者 
第 6 回  人類史の一断面としてのキリスト教
史①：世界史のなかのキリスト教史
第 7 回  人類史の一断面としてのキリスト教
史②：キリスト教の裏面史
第 8 回 ティンデールと聖書英訳　
第 9 回  西洋古典の一つとしての聖書①：聖
書概観 
第 10 回  西洋古典の一つとしての聖書②：聖
書学
第 11 回 音楽ジャンルの一つとしての讃美歌
第 12 回 観想の一形式としての祈り
第 13 回  キリスト教会の多様性①：キリスト
教の教派 
第 14 回  キリスト教会の多様性②：教会分裂
の原因







第 1 回  キリスト教と社会の現実：キリスト
教は何をすることができるか
第 2 回  欲望とイデオロギー：欲望の本性は
何か
第 3 回  欲望の抑制：いかにして不必要な欲
望を抑制することができるか
第 4 回  戦争の現実：世界の悲惨な現実に目
を背けていないか
第 5 回  戦争の原因：どうして戦争は起こる
のか。なぜ戦争はなくならないのか。
第 6 回  暴力の分析：人はどうして暴力をふ
るうのか
第 7 回  最貧諸国：サハラ砂漠以南の「最底
辺の 10 数億人の現状」　 
第 8 回  ティンデールの英訳聖書
第 9 回  働く貧困層：日本に慢性的貧困問題
があることを知っているか
第 10 回  子どもの貧困：日本は国際的に見て
子どもの貧困率が高い国である
第 11 回  社会現象としてのクリスマス：日本
にクリスマスが浸透した理由
第 12 回  福島原発事故と日本の現状：「喉元過
ぎれば熱さを忘れる」
第 13 回  エネルギー浪費型社会：日本のエネ
ルギー浪費の目に余る現状
第 14 回  脱・エネルギー浪費のライフスタイ
ル ：個人にできる節約は何か

























Benedicta tu in 
mulieribus, et benedictus,




Hail Mary, full of grace,
Mary, full of grace,
Mary, full of grace,
Hail, Hail, the Lord
The Lord is with thee.
Blessed art thou among 
women, and blessed,







　エルビス・プレスリー（Elvis Aron Presley, 
1935-1977）の歌う「偉大なるかな　わが神」





































































































































































































































約 191 万 4000 人。大本教：約 17 万 3000 人。
成長の家：約 87 万 3000 人。霊友会：約 442 万人。
立正佼成会：約 600万人。創価学会：約 750万人。
真如苑：約 84 万 6000 人。PL 教団：約 114 万




























































































































































































































































































































































































Whichcote, 1609-1683）、ジョン・スミス （John 
Smith, 1616-1652）、レイフ・カドワース （Ralph 
Cudworth, 1617-1685）、ナサニエル・カルヴァ
ウェル （Nathaniel Culverwell, 1618?-1651）、ヘ
ンリー・モア （Henry More, 1614-1687）、ピー



































































































































































































































































































































































































































































































出がなされた。はっきりいって、なぜ 2 月 11
日であるのかはまったく根拠がない。建国記念
の日にあたる、辛酉元旦（西洋暦に直すと紀元
前 660 年 2 月 11 日）に、イワレビノミコト（神
武天皇？）が大和の橿原（かしはら）の宮で即



































































































































































































































































































































版会、1998 年）である。原題は、R. Wrangham 
and D. Peterson, Demonic Males Apes and the 







原題は、Charlotte Perkins Gilman, Herland














































































































































































































































































　第 1 章  福島原発事故のあと、日本はどんな
状態なんですか？
　第 2 章  どうして日本にはこんなにたくさん
の原発があるんですか？




　第 4 章  日本の原発はなくせないんですか？
　第 5 章  原発をやめたとしたら、どうなりま
すか？
　第 6 章  これからは自然エネルギーにシフト
していくべきですよね？
　第 7 章  経済に元気がないと困るのではない
ですか？








の量を計算すると、1m3 あたり 3 万ベクレルを
超える汚染地域が広い地域に広がっている。法
律を厳密に守るのであれば、おそらく、2 万平

















































































































































































































































































































































































の 1 ヶ月の電気代は、1 台で家庭一軒分の電力
を必要とする。大体 6,000～ 12,000円はかかる。
2009 年の試算で、自動販売機 521 万台の年間




運転再開を急ぎ、2016 年 12 月現在 3 基の原子
力発電所が再稼働しており、その数を増やそう
と急いでいる。急いでいる理由は、はっきりし
64
ている。自らの利益のためである。環境ジャー
ナリスト・科学ライターの小澤 祥司氏は『エ
ネルギーを選びなおす（岩波新書）』（岩波書店、
2013 年）において、人類の文明は地球の資源
を狩猟し、消費することによって進んできた。
それは今も変わらないどころか、来るところま
で来てしまっている。現代の社会は「石油と電
気漬けの社会」であると指摘している。石油と
電気に依存しないライフスタイルの追求は、人
類全体の最大の課題である。
おわりに
　キリストが芳しい香りを放つ存在であるな
ら、キリスト者もキリストほどではなくても、
わずかばかりの芳香を放つことができてしかる
べきであろう。ところが、なかなかそうはいか
ない。その芳香はキリスト者の外面ではなく内
面から出てくるものだからである。それはキリ
スト者の内に宿るキリストから出る芳香であ
る。そのキリストとは最高善のことである。た
だし、多くの人の場合、あまりにもそのキリス
トが小さすぎるために、外部の人に感じてもら
うのに充分なほどの芳香を放つに至っていな
い。もちろん私もその一人である。私の内なる
乳児キリストは幼児へと成長していかなければ
ならない。内なる、あるかないかわからないほ
ど小さな善はどのようにしてより大きなものに
成長していくことができるのであろうか。善き
者の萌芽はどのようにして善き者の実を結ぶこ
とができるようになるのであろうか。即効薬は
ない。やはり善き闘士として社会の現実に勇気
をもって向き合い、最高善の高嶺を目指しつつ、
たゆむことなく善の道を歩み続けるしかない。
ケンブリッジ・プラトニストの宗教哲学者ジョ
ン・スミスが語った以下の言葉は、この道行き
を的確に言い表している。
その内において宗教が力強く統治するあのキ
リスト者にあっては、なんであれこの世のも
のどもを彼の究極目標として追求するほど、
彼の諸大志は低劣ではありません。彼の魂は、
地上的な諸計画や諸関心にはあまりにも釣り
合いません。彼は自分自身が神から由来して
いることを理解していますので、絶えず再び
神のもとへ帰ろうとしています。（『真の宗教
の卓越性・高貴性』）
